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論文内容の要旨
顔画像の基本情報である、顔の大きさ、顔器官の配置、輪郭線などの抽出は、顔認識だけでなく、顔研究全般にお
いて重要な役割を占めている o たとえば、個人識別、表情認識等の顔認識研究では、高い認識率を得るために正規化
をする目的で用いられ、顔生成(合成)の研究でも、三次元リアル顔モデルを得るために顔特徴の情報を用いているD
また、顔画像を用いた従来研究では、正面から撮影された顔画像(正面顔)を用いた研究が多くを占め、たとえ向き
によらない手法であっても最も良い認識精度が得られるのは正面顔画像となっている o すなわち、顔画像を用いた研
究を行う上で、正確な正面顔画像が得られていることと、正確な特徴抽出がなされていることは、基本条件のーっと
いえる。
本研究では正確でロバストな正面顔の基本情報を得るための手法とシステム、並びに、正面顔を得るための撮影条
件の設定支援手法の提案を行う。まず、顔面像の基本情報の一つである、顔輪郭線の抽出の方法について述べる。特
徴量抽出は認識の前処理として正規化のために使われることが多いが、それ自身も顔認識のための特徴量となりうる。
次に、顔研究に係わりのある幅広い研究者層を考慮した基本ツールである顔情報処理システムについて述べるo 最後
に、正面顔画像が得られなかった場合を始めとする、画像処理において得られている画像が想定されるものから外れ
た場合に、その画像を目標の状態に誘導するための手法を述べる o
論文審査の結果の要旨
本論文では、顔画像を用いた研究を行う上で重要である、正確な正面顔画像の獲得、さらに正確な特徴抽出法の提
案をしている。第 2 章では顔特徴のなかで個人や表情による差の大きい、目、口、顎輪郭線の抽出方法について説明
している。従来の輪郭抽出では、個性や表情による差異のある顔の輪郭線を正しく表現していないため、顔認識に有
用な基本情報を得ているとは言い難~'o 本論文では、正確な輪郭線抽出のための自由度の高い顔形状モデルと、撮影
条件、個人差に強い顔形状モデルの双方が述べられ、実画像に対して適用した実験によりいず‘れの手法についても、
従来手法よりも優れた輪郭線の抽出が行えることが確認できているo 第 3 章では、顔研究に関わりのある幅広い研究
者層を考慮した基本ツールである顔情報処理システムについて述べている。正面顔画像を利用する研究者は、工学分
野だけでなく、心理学、人類学、歯科、化粧、芸術等の幅広い分野にわたっており、利用者の画像処理に対する理解
の度合い、またその目的も大きく異なるため、本論文では 4 つの使用レベルを考慮した顔認識のための共通プラット
フォームを提案している o 第 4 章では、正面顔画像が得られなかった場合を始めとする、入力時の撮影条件が前提と
異なる場合に、その画像から現在の撮像条件をおおまかに推定し、その画像を目標の状態に誘導するための対話型認
識支援の概要とその実現のための手法を述べる o 従来、画像から環境パラメータを推測し、補正するという操作を行
う方法がとられてきたが、実際の環境は、多くの要因が混在しており正しいモデリングが難しくパラメータの推定を
行うことは困難であり、また物理モデルの各ノマラメータと実際にそれを修正するための行動が必ずしも対応しないと
いう問題がある o 本論文では、可能な操作と、その時の見え方の変化を直接対応させて記憶し、その記憶に基づきバ
ラメータ補正を行う方法が取られている o 具体的には、アピアランスベースの画像認識手法のひとつであるパラメト
リック固有空間法を拡張し、任意の撮影条件で撮像された入力画像から、あらかじめ指定した撮影条件へ導くことの
できる、階層的パラメトリック固有空間法を提案し、シミュレーションにより有効性を示している o
顔認識研究共通の課題となる、顔特徴の抽出、並び‘に撮像条件の安定化について本論文で提案された手法を適用す
ることにより、実用化への困難があった顔認識研究へ寄与するところが大であり、高く評価される o
よって、本論文は学位(工学)論文として価値あるものと認められる。
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